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1 目的
現在、HDDより高速な SSDが普及してきている。ま

た大容量のメモリも普及しており、メモリ領域の一部を
高速なストレージとして使用する RAMディスクとい
う方法も存在する。これに伴い HDDより高速な SSD、
RAM ディスクを用いた計算機を並列計算に用いる例
も確認されている。しかし、HDDより高速な、SSD、
RAMディスクを用いた環境で、並列プログラムを実行
した時の処理時間がどの程度向上するのかわからない。
また、ディスク速度の違う計算機が混在する環境で、並
列プログラムの処理時間がどのように変化するか分か
らない。
本研究の目的は、大規模なデータを処理するための並

列分散処理基盤であるHadoopにおいて、ディスク環境
を変えることで並列プログラムがどの程度高速化する
か検証する事である。

2 Hadoop

Hadoopとは、Googleのシステムをオープンソースと
して実装したプロジェクトである。大きく分けて「HDFS」
と呼ばれる分散ファイルシステムと「MapReduce」と
呼ばれる並列分散処理フレームワークから成り立つ。

2.1 HDFS(Hadoop 分散ファイルシステム)

HDFSはテラバイトやペタバイトといった、大規模
なファイルを効率よく扱うための分散ファイルシステム
である。分散ファイルシステムは通常のファイルシステ
ムとは異なり、一つのファイルを分割してネットワーク
上の複数のサーバに配置するもので、複数のサーバで巨
大なファイルシステムを構築したものと言える。複数の
ディスクを使い並列に読み書きを行うため、1台のディ
スクを使用する場合より高速に読み書きを行うことが
できる [1]。

2.2 Hadoop MapReduceフレームワーク

MapReduceとは、巨大なデータ集合を処理するため
の Google 社によって提案されたプログラミングモデ
ルである。MapReduceでは、大規模なデータを効率よ
く分散処理するため、並列処理可能な「Map処理」と
「Reduce処理」と呼ばれる 2つのフェーズで構成され
ている。

3 実験結果と考察
実験ではHDDのみ、SSDのみ、RAMディスクのみ

といった、ディスクが統一された環境と、HDDと SSD、
HDDと RAMディスク、SSDと RAMディスクといっ
た、ディスクを混在させた環境での処理時間を計測した。

図 1 ディスクが統一された環境での sortの処理時間

図 2 ディスクが混在する環境での sortの処理時間

Hadoopの設定はデフォルトの設定を使用し、台数効果
を調べるため、4、8、16台で計測を行った。ディスク
を混在させた環境では、それぞれの台数が同じになるよ
うに設定した。計測にはHadoop付属のRandomwriter

及び sortを使用した。Randomwriterで 1GBのランダ
ムなバイナリデータを作成し、sortで作成したデータの
ソートを行った。sortをそれぞれの環境で 5回実行した
平均を図 1、図 2に示す。それぞれの環境において 1秒
程度の差があることがわかる。また、ディスクが統一さ
れた環境とディスクが混在する環境とを比較しても、1

秒程度の差があることがわかる。1秒程度の差に留まっ
たのは、実験に使用した問題のサイズが小さく、ディス
クの読み書き回数が少なくなったためと考えられる。ま
た、4台から 8台の間で、10秒程度処理時間が短縮さ
れていることがわかる。
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